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■令和8年度の国民健康保険税の税率について　
　令和8年度の国民健康保険税の税率を決定しましたのでお知らせします。

○昨年度からの変更点
　令和8年度から子ども・子育て支援金分が創設されました。子ども・子育て支援金制度は、子育て
支援に必要な財源を国民全員で少しずつ負担し合うための新しい仕組みです。
　佐久穂町では、子ども・子育て支援金分の創設により、国民健康保険税の負担が増えないよう医療
給付費分の税率を引き下げました。

　令和8年度の税率は以下のとおりです。

国民健康保険税国民健康保険税ののお知らせお知らせ国民健康保険税のお知らせ国民健康保険税のお知らせ

　

6.5％
（6.7％）

20,200円
（21,000円）

21,200円
（22,000円）

670,000円
（660,000円）

2.2％

8,500円

7,500円

260,000円

0.27％

880円

800円

30,000円

区　分（基準等） 医療給付費分 後期高齢者
支援金分

介護納付金分
（40歳～64歳）

子ども・子育て
支援金分

（8年度創設）

2.0％

9,000円

7,000円

170,000円

※かっこ内の税率及び金額は令和7年度のものです。
※国保税は、世帯主が加入者でない場合であっても納税義務者は世帯主になります。
※18歳に達する日以後の最初の3月31日以前である方は、子ども・子育て支援金分の均等割額は賦課
　されません。

○納税通知書について
　国民健康保険税は、毎年7月中旬に世帯主の方へ「納税通知書」が郵送されますのでご確認ください。
7月以降は手続きされた月の翌月以降に郵送されます。

○納入方法について（普通徴収）
　７月～２月までの８期が納付期間となります。
　３月以降に課税等が決定した場合は随時期として納付期限を設けます。
　現金納付の場合は、同封された納付書で納期限までにお支払いをお願いします。
　口座振替の場合は、納税通知書に振替日と引落口座情報が記載されていますので、確認してください。

所得割額

均等割額

平等割額

限度額

国保加入者の前年中の
総所得額－43万円に対して

加入者１人あたり

１世帯あたり

課税の限度額
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■均等割額・平等割額の軽減制度について
　前年分所得が一定額以下の世帯については均等割額と平等割額が軽減されます。
　申請は不要ですが、所得税(確定)申告又は住民税申告をされてない場合は軽減対象となりませんので
ご注意ください。
　法律の改正により5割軽減および2割軽減の基準額が引き上げとなりました。

国民健康保険税の軽減制度
について紹介します

■未就学児に係る均等割額の軽減制度について
　子育て世代への経済的負担の軽減の観点から、未就学児の均等割額の2分の1が軽減されます。また、
すでに低所得者の均等割軽減が適用されている場合は、当該軽減後の均等割額の2分の1を軽減します。
　申請は不要です。

■倒産や解雇などで離職した方の軽減制度について　
　会社の倒産や雇用契約が更新されない等の事業主の都合等により離職された方の保険税を軽減する制
度があります。所得額を30/100として保険税額が算出されます。
　該当する場合は、役場住民税務課で申請してください。
≪対象となる方≫
　離職日に65歳未満で、雇用保険(雇用保険受給資格証)の離職理由が「特定受給資格者」「特定理由離
職者」に該当する方
≪対象となる期間≫
　離職日の翌日の属する月から翌年度末まで

■出産される（された）方の軽減制度について
　出産にかかる一定期間の保険料が軽減されます。出産予定日（出産日）が分かるものをご持参のう
え、役場住民税務課で申請してください。なお、出産後の届出も可能です。
≪対象となる方≫
　妊娠85日(4か月)以上の出産が対象です。死産、流産、早産及び人工妊娠中絶の場合も含みます。
≪対象となる期間≫
　出産予定日(出産日)が属する月の前月(多胎妊娠の場合は3ケ月前)から翌々月まで

■後期高齢者医療制度への移行に伴う軽減措置について
①後期高齢者医療制度に移行する人がいることにより、国民健康保険の被保険者が一人の世帯となる場
　合、5年間は平等割が2分の1に軽減され、その後3年間は4分の3に軽減されます。申請は不要です。
②会社の健康保険などから後期高齢者医療制度に移行することにより、国保に加入することになる65歳
　以上75歳未満の被扶養者（旧被扶養者）は、申請により国民健康保険税が減免されます。

軽減割合
7割軽減
5割軽減
2割軽減

軽減基準
43万円+｛10万円×(給与所得者等の数-1)｝以下

43万円+31万円×(国保加入者等の数)+｛10万円×(給与所得者等の数-1)｝以下

43万円+57万円×(国保加入者等の数)+｛10万円×(給与所得者等の数-1)｝以下

問合せ　住民税務課　税務係　☎0267-86-2526
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熱中症を予防しよう熱中症を予防しよう熱中症を予防しよう熱中症を予防しよう

【問合せ】熱中症予防について　　　 健康福祉課　保健係　☎0267-86-2528
　　　　  熱中症特別警戒情報　　　 総務課      　防災係　☎0267-86-2525

本庁舎
北庁舎

和室

エントランス

2階

小和室

120人

佐久穂町役場

八千穂福祉センター

花の郷・茂来館

高野町老人福祉センター

八千穂老人福祉センター

道の駅八千穂高原

佐久穂町大字高野町569

佐久穂町大字畑143-1

佐久穂町大字海瀬2570

佐久穂町大字高野町351

佐久穂町大字畑660

佐久穂町大字畑1190-1

9 時～17時
平日のみ

9時～17時
平日のみ

(他休館日あり)
9 時～17時
月曜日休み

(他休館日あり)

9 時～17時
平日のみ

9時～17時
平日のみ

9時～18時
第2・4水曜休み
(他休館日あり)

80人

10人

30人

20人

10人

2階

施設名所       　　　所在地 　　　　　　　開放日時 　　　注意事項　   受入人数

　暑さになれない時期や気温・湿度が高い日は、熱中症になりやすいため予防が大切です。
　熱中症は、暑さによって周りの温度に体が対応することが出来ず、体内の水分や塩分のバランスが崩れ、
体温の調節機能がうまく働かないことにより生じます。屋外だけでなく室内で何もしていない時でも発症し、
重症化すると死に至ることもあります。体調の変化に気をつけるとともに、熱中症による健康被害を防ぎま
しょう。
　環境省が発表している【熱中症警戒アラート】【熱中症特別警戒アラート】の情報は、熱中症の危険性
に事前に気づき、自分の身を守るための指標になります。

【熱中症警戒アラート】　前日午後５時または当日午前5時に環境省と気象庁が発表
暑さ指数が33以上の場合には、熱中症の危険が極めて高くなるため「熱中症警戒アラート」が発表されます。
「熱中症警戒アラート」発表時には、外出をなるべく控え、暑さを避けましょう。

【熱中症特別警戒アラート】　前日午後２時に環境省が発表
令和 6 年 4 月から「熱中症特別警戒アラート」の運用がはじまりました。都道府県内において、全ての暑
さ指数情報提供地点 (一部参照しない地点を除く)における、翌日の最高暑さ指数が35以上の場合は「熱
中症特別警戒アラート」が発表されます。「熱中症特別警戒アラート」が発表された場合、危険な暑さか
ら身を守るための滞在場所として「クーリングシェルター」を一般に開放します。
佐久穂町クーリングシェルター指定施設　※施設の利用状況で開放時間・受入人数が変更になります。
以下の施設をクーリングシェルターとして指定しています。
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熱
中
症
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
！　

　　

熱
中
症
と
は
、
温
度
や
湿
度
が
高
い

中
で
、
体
内
の
水
分
や
塩
分
（
ナ
ト
リ

ウ
ム
な
ど
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体

温
の
調
節
機
能
が
働
か
な
く
な
り
、
体

温
上
昇
、
め
ま
い
、
体
の
だ
る
さ
、
ひ

ど
い
と
き
に
は
、
け
い
れ
ん
や
意
識
の

異
常
な
ど
、
様
々
な
障
害
を
起
こ
す
症

状
の
こ
と
で
す
。

　

家
の
中
で
じ
っ
と
し
て
い
て
も
、
室

温
や
湿
度
が
高
い
た
め
に
体
か
ら
熱
が

逃
げ
に
く
く
熱
中
症
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
！

　
・
エ
ア
コ
ン
、
扇
風
機
を
適
切
に
使
い
、

　

室
温
は
28
度
以
下
に
保
ち
ま
し
ょ

　

う
！

・
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め

　

に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
！

・
外
出
す
る
際
に
は
帽
子
や
日
傘
を
上

　

手
に
使
っ
て
涼
し
い
服
装
を
し
ま

　

し
ょ
う
！

・
熱
中
症
の
危
険
が
高
く
な
る
と
熱
中

　

症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
ま

　

す
！

熱
中
症
を
予
防
し
よ
う

　

令
和
７
年
は
非
常
に
厳
し
い
暑
さ
が

長
期
間
に
わ
た
っ
て
続
い
た
こ
と
か

ら
、
５
月
か
ら
９
月
ま
で
の
全
国
に
お

け
る
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
人
員
の

累
計
は
10
万
５
１
０
人
と
な
り
、
調
査

を
開
始
し
た
平
成
20
年
以
降
で
、
最
も

多
い
搬
送
人
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
も
厳
し
い
暑
さ
に
な
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
熱
中
症
に

つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
適
切

に
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
・
高
齢
者
は
注
意
！

　

子
ど
も
は
身
長
が
低
い
た
め
、
地
面

の
照
り
返
し
で
高
温
に
な
り
や
す
く
、

大
人
に
比
べ
る
と
汗
腺
が
少
な
く
体
温

調
整
が
未
熟
な
こ
と
も
あ
り
熱
中
症
に

か
か
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
体
温
を
下
げ
る
体

の
反
応
が
弱
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
喉

の
渇
き
や
暑
さ
を
感
じ
に
く
く
、
汗
を

か
き
に
く
く
な
る
と
い
っ
た
特
徴
が
あ

る
た
め
、
自
覚
が
な
い
の
に
熱
中
症
に

な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
１
１
９
番
通
報
！

　

熱
中
症
が
疑
わ
れ
る
高
温
環
境
下

で
、
意
識
を
失
う
よ
う
な
症
状
が
出
た

と
き
は
迷
わ
ず
に
１
１
９
番
通
報
し
、

救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
！　



　
デ
ジ
タ
ル
は
苦
手
？

　
　
そ
れ
で
も
使
い
た
い
お
助
け
道
具

　
最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
や
町
の
中
で
『
デ
ジ

タ
ル
』
や
『
Ｉ
Ｔ
』
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳

に
し
ま
せ
ん
か
？

「
な
ん
だ
か
難
し
そ
う
。」

「
私
に
は
関
係
な
い
わ
。」

と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
は
決
し
て
特

別
な
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
少
し
便
利
に
、
そ
し
て
心
豊
か
に
し
て

く
れ
る
『
お
助
け
道
具
』
で
す
。
今
回
は
、

佐
久
穂
町
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
在
賀
耕

平
さ
ん
か
ら
、
シ
ニ
ア
世
代
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
身
近
な
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
楽
し
さ
と
、
安
心
で
き
る
利

用
の
コ
ツ
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

ま
ず
は『
つ
な
が
る
楽
し
さ
』か
ら

　
デ
ジ
タ
ル
の
一
番
の
魅
力
は
、
離
れ
た

場
所
に
い
る
人
と
『
い
つ
で
も
、
顔
を
見

な
が
ら
話
せ
る
』
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

普
及
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ

リ
を
使
え
ば
、
遠
く
に
暮
ら
す
お
孫
さ
ん

や
、
な
か
な
か
会
え
な
い
ご
友
人
と
、
い

つ
で
も
無
料
で
ビ
デ
オ
通
話
が
楽
し
め
ま

第46号
令和8年7月号

佐久穂町生活支援体制整備協議体　「ちょっと知って幸せプログラム」広報ページ

✿暮らしがちょっと便利に楽しくなる！
身近なデジタルの始め方

す
。
ま
た
通
話
が
で
き
な
い
時
で
も
、

「
最
近
こ
ん
な
花
が
咲
い
た
よ
。」

「
元
気
で
や
っ
て
い
る
よ
。」

と
、写
真
や
動
画
を
送
り
合
う
だ
け
で
も
、

お
互
い
の
距
離
は
ぐ
っ
と
縮
ま
り
ま
す
。

文
字
を
入
力
す
る
の
が
苦
手
な
ら
、
声
を

そ
の
ま
ま
録
音
し
て
送
る
機
能
を
使
っ
て

も
い
い
で
す
し
、か
わ
い
い
イ
ラ
ス
ト（
ス

タ
ン
プ
）
を
一
つ
送
る
だ
け
で
も
十
分
に

気
持
ち
は
伝
わ
り
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
に
役
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　 「
便
利
機
能
」 

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、
電
話
や
メ
ー

ル
以
外
に
も
、
日
常
を
支
え
る
機
能
が

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

大
き
く
見
や
す
く

画
面
の
文
字
が
小
さ
く
て
読
み
づ
ら
い

と
き
は
、
設
定
で
文
字
を
大
き
く
し
た

り
、
虫
眼
鏡
の
よ
う
に
画
面
を
拡
大
し

た
り
で
き
ま
す
。

声
で
探
す

キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
を
打
た
な
く
て
も
、

「
〇
〇
の
天
気
を
教
え
て
。」

「
近
く
の
病
院
は
？
」

と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
話
し
か
け
る
だ

け
で
、
代
わ
り
に
調
べ
て
く
れ
る
機
能
が

あ
り
ま
す
。

思
い
出
を
残
す
・
調
べ
る

カ
メ
ラ
機
能
を
使
い
、
散
歩
道
で
見
つ

け
た
綺
麗
な
花
を
撮
影
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
写
真
を
長
押
し
す
る
だ

け
で
花
の
名
前
を
教
え
て
く
れ
る
便
利

な
機
能
も
あ
り
ま
す
。
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7

　
安
心
し
て
使
う
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　  『
一
歩
引
く
習
慣
』

　
便
利
さ
を
楽
し
む
一
方
で
、

「
だ
ま
さ
れ
た
ら
怖
い
。」

「
変
な
ボ
タ
ン
を
押
し
て
壊
れ
た
ら
ど
う

し
よ
う
。」

と
い
う
不
安
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

ま

ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
画
面
を
触
っ
た

だ
け
で
壊
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
も
し
使
っ
て
い
る
最
中
に

「
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
ま
し
た
。」

「
お
金
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
い
っ
た
怪
し
い
画
面
が
出
た
ら
、
ま
ず

は
画
面
を
閉
じ
て
、
一
歩
引
い
て
落
ち
着

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
画
面
に
書
か
れ
て

い
る
電
話
番
号
に
は
絶
対
に
か
け
ず
、
ご

家
族
や
町
の
相
談
窓
口
、
周
り
の
方
に

「
こ
ん
な
画
面
が
出
た
ん
だ
け
ど
。」

と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。『
慌
て
ず
に
誰

か
に
聞
く
』。
こ
れ
だ
け
で
、
デ
ジ
タ
ル

の
大
半
の
ト
ラ
ブ
ル
は
防
げ
ま
す
。

　
い
く
つ
に
な
っ
て
も

　
　
　
　  

デ
ジ
タ
ル
と
付
き
合
お
う

　
お
わ
り
に 

デ
ジ
タ
ル
を
使
い
こ
な
す

の
に
、
年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度

に
全
部
を
覚
え
る
必
要
は
な
く
、
ま
ず
は

『
写
真
を
撮
っ
て
み
る
』『
家
族
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
っ
て
み
る
』
と
い
っ
た
、
小

さ
な
「
で
き
た
！
」
を
積
み
重
ね
て
い
く

の
が
コ
ツ
で
す
。 

町
で
も
、
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
デ
ジ
タ
ル
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
相
談
窓
口
や
講
習
会

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
触
っ
て
み
た
い
な
。」

「
使
い
方
が
分
か
ら
な
い
な
。」

と
い
う
と
き
は
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
新
し
い
道
具
を
味
方
に
つ

け
て
、
日
々
の
暮
ら
し
を
よ
り
一
層
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

（
文
責
　
生
活
支
援

　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
畑
）

佐久穂町でもスマートフォンの利用は広がっている！

　町が行っている高齢者実態調査（令和5年・令和8年実施）の「スマートフォンを使用しています
か？」の質問項目への回答を比較してみました。令和8年の調査では、74歳以下の方の約90％がス
マホを利用しており、令和5年に比べて全体的に利用率が上がっています。LINEなどのメッセージア
プリに関する質問には、男性で70％、女性で80％の方が使っていると回答しています。生活の便利
グッズとして活用が広がっています。
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　可燃ごみの多くを占める生ごみを減らすことは、ごみ袋代の節約と処理費用の削減につながります。
キエーロは電気を使わず、土の中の微生物の力で生ごみを分解・消滅させる生ごみ処理容器です。生ごみの
減量化につながる取り組みのひとつとしてご紹介します。

（消滅型生ごみ処理容器）

　１．可燃ごみとして出す生ごみが減るため、ごみ袋代の節約につながります。
　２．水分を含んだ重い生ごみを出す手間を減らせます。
　３．生ごみの排出量を抑え、可燃ごみの水分を減らすことで、焼却時の燃料消費を抑制し、温室効果ガス
　　　の削減および処理費用の削減につながります。

キエーロってどんなも
の？

キエーロ使用の
メリット

キエーロで
家庭の生ごみを減量化

透明な屋根（フタ）
　日光を透過する素材が使用さ
れ、内部の土を温めて微生物の
働きを活発にします。他にも、
雨水が土に入りすぎて中が「泥
沼状態（無酸素状態）」になるの
を防ぎます。

　生息する微生物が生ごみを水と
二酸化炭素に分解します。市販の
黒土が適しており、砂や粘土質す
ぎる土を避ければ畑の土も使用で
きます。

キエーロの正しい効
果的な使い方 監修：佐久穂町在住 キエーロオフィシャル認定アドバイザー

　　　佐藤成暁さん
　　　　　　広報さくほ5月号裏表紙「発掘！きわめびと」→

★日当たりと風通しの良い場所に置きましょう。分解に必要なのは
　日光と空気です。
★生ごみを埋めるときは、キエーロの大きさやごみの量に応じて、
　いくつかの場所に分けて埋めると良いです。

① 深さ20cmくらいの
　穴を掘る

大変ですが、がんばって掘
りましょう！浅いと虫がわ
きやすく、分解も遅くなり
ます。

② 生ごみを入れる ③ 生ごみと土をザクザク
　混ぜる

④ 乾いた土をかけて
　フタをする

フタ付きの容器に数日ため
ると発酵が進むため、分解
されやすいです。

泥団子が作れるくらいの水
を入れてください。土と生
ごみをよーく混ぜます。

表面の土が湿っていると、
においや虫がわく原因にな
ります。表面は乾いた状態
を。

①②③
⑥⑤④

①　②
④　③

例

➡ ➡ ➡

通気スペース
　屋根を斜めに設置し、風を通す
隙間を設け、空気を取り込むこと
で、土の表面を乾かし、悪臭や虫
の発生を防ぎます。
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　投入する生ごみはなるべく細かくしましょう。細かくすることによって生ごみの分解が早くなります。
生ごみの量に応じて埋める範囲を調整しましょう。
　水分量の多いもの（野菜くずなど）を優先して投入し、乾燥したものや分解に時間がかかるもの（貝殻、
固い種など）は燃えるごみとして出すのも有効です。　　　　　　

ワンポイントア
ドバイス

生ごみはなるべく細かく！

キエーロで
　分解できるも

の！

　　よくある質問
Q. 虫や臭いを出さないためにはどうすればいいの？
A. 埋め方が浅かったり、土の表面が濡れていると虫や臭いが出やすくなります。深さ20cmほど掘って埋
　め、土をしっかりかぶせましょう。
　土の表面は適度に乾燥させ、換気を確保してください。

Q. 冬でも大丈夫？
A. 土が冷えて硬くなる場合でも、底から掘り起こして全体をよく混ぜ、ふかふかの土を保てば分解は進
　 みます。

Q. 土は増えないの？
A. 生ごみは分解されて無くなるため、土は増えません。

Q. キエーロの中の土は堆肥として使えるの？
A. 堆肥として使えますが、必要に応じて他の土と混ぜて使うことをお勧めしています。
　 キエーロから取り出した分だけ新しい土を補充してください。

Q. 町の補助金は対象なの？
A. 製品として正式販売のキエーロは町補助金対象です。（自作を除く）
　 補助条件がありますので、キエーロ対象の補助につきましては、まずは担当係にご相談
　 ください。　 町ホームページ補助金案内はこちら　→

問合せ：住民税務課　生活環境係　☎0267-86-2552

容易に分解できる容易に分解できる かなり時間がかかるかなり時間がかかるかなり時間がかかるかなり時間がかかるかなり時間がかかる少し時間がかかる少し時間がかかる少し時間がかかる少し時間がかかる少し時間がかかる

・傷んだ野菜、果物　　　・火を通した野菜、果物

・魚の内臓、煮汁、生肉　・残飯　　・もみ殻、米ぬか

・お茶がら、コーヒーかす

・刻んである野菜くず　　・果物

・ジャガイモなどの薄い野菜の皮

・ぶどうなどの果物の皮　・パン、ご飯、麺

・天ぷら、揚げ物の廃油　・カップラーメン等のスープ

・柑橘類の皮

・ごぼうなどの根菜類

・魚の小骨

・卵、エビの殻

・スイカ、カボチャの皮

・貝殻　　・鳥の骨

・タケノコの皮

・栗の皮

・トウモロコシの皮

・モモやアボカドなどの種

基本的に　
人が食べられるもの食べられるものは分解しやすく、
食べられないもの食べられないものは時間がかかります。
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佐久穂町のごみの分別

　ごみは、私たちの生活において必ず発生します。適切に処理しなければ地球環境にさまざまな悪影響を及ぼし
ます。また、製品を作るための資源には限りがあります。分別は、ごみを資源へ変える大切なひと手間です。
　今回は資源ごみを分別する際に注意していただきたいことをまとめました。資源ごみの分別時の参考にしてください。

◆びん
　・びんのラベルは基本的に剥がしていただく必要はありませんが、びんの中の汚れや異物は
　　取り除いてください。汚れが取り除けないときは不燃ごみに分別してください。
　・ワインのびん蓋についているアルミ製のキャップシールは、剥がしてから出してください。
　・同じガラスでも用途が違えば分別が変わります。ガラスびんで回収されるのは食品用の
　　びんです。ガラス製の食器・花瓶・化粧品のびんは不燃ごみに分別してください。

◆プラスチック製容器包装
　・中身が見えないためレジ袋にプラスチック製容器包装を入れたまま出さないでください。
　・プラマークのないフィルムやシールは可燃ごみに分別してください。

◆古紙類（新聞・雑誌・段ボール・その他紙・紙パック）
　・汚れ・臭い・複合材がある場合、可燃ごみに分別してください。

◆ペットボトル・空き缶（アルミ缶・スチール缶）
　・開栓後にペットボトル側にリング等が残る場合は、無理に外す必要はありません。
　・アルミ缶・スチール缶は潰さないでください。

◆小型家電・その他プラスチック
　・小型家電は「小型家電リサイクル法」の対象です。役場・茂来館・八千穂福祉センターの
　　小型家電回収BOXの投入口に入るサイズ（60 cm × 30 cm）まで回収可能です。投入口
　　に入らない場合は、年2回実施の粗大ごみ回収にお持ちください。
　・その他のプラスチックで、ビデオテープやおもちゃは、それぞれ別の袋に入れて出してください。
　・汚れ・劣化のあるその他プラスチックは可燃ごみへ分別してください。

◆布革類
　・洋服や布革製品で、汚れているものは可燃ごみに分別してください。下着・靴下・帽子・
　　毛布・カーテンなども同様に可燃ごみへ分別してください。

◆危険ごみ
　・スプレー缶は事故防止のため穴を開けてから出してください。

問合せ：住民税務課　生活環境係　☎0267-86-2552
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図書館だより
■問合せ 佐久穂町図書館　☎0267-86-7020

▼8月の休館日
　3日(月) 、10日(月)、17日(月)、27日(月)
　28日(金)、31日(月)
▼とちの実おはなし会スペシャル
　①日時　8月8日(土)14:00～
　②場所　茂来館　中会議室
▼夏の読書週間
　①期間　8月2日(土)～16日(日)
　②内容　雑誌リサイクル
　　　　　型染めでオリジナルバッグづくり
　※詳細は本誌掲載の館報でご確認ください。
▼移動図書館車の巡回日
　Ａコース　 5日・19日(水)
　Ｂコース 　6日・20日(木)
　Ｃコース　 7日・21日(金)

▼8月の活動内容
　  5日(水)　海瀬保育園（水遊び）
　18日(火)　栄保育園（水遊び）
　25日(火)　八千穂保育園（水遊び）　　
▼時　間　9:30～11:00
▼対　象　未就園児とその保護者　
▼持ち物　帽子、水筒、濡れてもよい服
　　　　　着替え（必要に応じて）
※事前予約制です。中止の連絡は当日朝９時ま
　でに公式ＬＩＮＥにてお知らせします。
▼予約方法
　佐久穂町公式ＬＩＮＥで
　「メニュー」の「予約」を
　選択し、案内に従って入力

8月の未就園児交流会について
■問合せ こども課　保育園係　☎0267-86-2340

環境美化運動を実施しました
■問合せ 住民税務課　生活環境係　☎0267-86-2552

　5月31日(日)に実施した町内一斉の環境美化
運動では、休日の早朝から多くの町民の皆さま
にご参加いただき、町全体で1,090㎏のごみが
収集されました。ご協力ありがとうございました。
　今後も、地域の環境美化にご協力をお願いし
ます。

収集と分別作業にご協力いただいた商工会青年
部の皆さん

遺児給付金について
■問合せ こども課子育て支援係　☎0267-86-2340

　父又は母と死別した児童の福祉の増進を図る
ため「佐久穂町遺児給付金」を支給しています。

▼対象者
　基準日(令和8年2月1日)以前から町に住所を有
　する方で、父又は母と死別した18歳未満の児
　童を扶養している方
▼給付額
　児童１人につき12,000円
▼申請方法
　対象であると思われる方はこども課子育て支
　援係へご連絡ください。

※すでに申請されている方は不要です。
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こどもセンターさくほっこからのお知らせ
■問合せ 佐久穂町こどもセンター　☎0267-86-2123

『さくほっこdeリトミック』
▼日時　８月26日(水)
　第1部　10:00～10:45
　第2部　11:00～11:45
▼場所　こどもセンターさくほっこ ホール3
〇音楽に合わせて体を動かします。
　動きやすい服装でお越しください。
〇乳児の部は、ねんねや、ハイハイのお子さ
　ん(概ね１歳ごろ)、幼児の部は自分で歩　
　けるお子さんが対象です。

『よみきかせ＆おたんじょう会』
▼日時　8月27日(木)　10:00～11:00
10:15～図書館司書さんの読み聞かせとお誕生会
10:45～お誕生カード作り（誕生児のみ）
〇お誕生児で予約できなかった場合はこども   
　センターまでご連絡ください。お誕生児以外
　も参加できます。みんなでお祝いしましょう。
〇お誕生カードは、お誕生月中いつでも作成
　できます。（カードは親子での記念写真と、
　手型や足型のアートを予定しています。）

※場所は全ての行事こどもセンター内で開催します。

詳細はInstagramをご覧ください。
さくほっこID　@sakuhokko

佐久穂町在住
（里帰り出産含む） 9:00～17:00

平日 9:00～13:00
13:00～17:00

上記以外の方

※こどもセンターの行事の日、
　　 土日祝日はご利用できません。

不要

必要※

対象者 利用可能時間 予約　佐久穂町こどもセンター内のプレイルームは、
小さなお子さんが安心して遊べる場所として、ま
た妊娠期を含む子育て中の皆さんが、子育てに関
する情報交換や交流の場として利用できます。
　利用される方のお住まいの地域によって、利用
時間や予約の要否が異なります。詳しくは右表を
ご確認ください。

プレイルームの利用について

さくほっこ行事のご案内

さくほっこでは、親子で楽しめる様々な行事を毎月開催しています。ぜひご参加ください。
　▼対象　佐久穂町在住のお子さんと保護者の方（通園しているお子さんの場合は、ご相談ください。）
　▼定員　いずれの行事も６～８組程度
　▼予約方法　佐久穂町公式 LINE(右記QRコード)から予約できます。
　▼予約開始日時　7月25日(土)　９:00～
　▼キャンセル待ち　こどもセンター窓口またはお電話でお問合せください。
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人権擁護委員のご紹介
■問合せ 住民税務課　人権政策係　☎0267-86-2525（代表）

男女共同参画に関する意識調査ご協力のお願い
■問合せ 住民税務課　人権政策係　☎0267-86-2525（代表）

　佐久穂町では、「第３次佐久穂町男女共同参
画計画」に向けて準備を進めているところです。
　男女共同参画についての施策をより具体的に
展開するために、意識調査を実施し、皆様のご
意見やご要望をお聞かせいただくことになりました。
　皆様からいただいたご意見は、性別にかかわ
りなく、誰もが個性と能力を十分に発揮し、自
分らしくいきいきと活躍できるまちづくりを進め
るための貴重な資料として活用させていただき
ます。
　なお、回答内容は統計的に処理し、調査の
目的以外には使用いたしません。また、回答者
個人が特定されることは一切ありません。
　お忙しいところ誠に恐縮ですが、本調査の趣
旨をご理解いただき、ご協力くださいますよう
お願いいたします。

▼調査の対象　　18歳以上の方
▼回答期限　　8月14日(金)
▼調査目的　　男女共同参画社会実現にむけ
　　　　　　　た施策を、具体的に展開して
　　　　　　　 いくための基礎資料にします。
下のQRコードから回答をお願いします。

 
 
 
 
 
 
 
 

　令和8年7月1日付で、法務大臣から人権擁護
委員として、井出雅子さんが委嘱されました。
　人権擁護委員は、基本的人権の監視・救済と、
自由人権思想の普及を使命としています。
　なお、佐久穂町では現在5名の方が人権擁護
委員に委嘱されています。
　渡邉　薰、土屋　俊彦、近藤　香里、
　小須田　春子、井出　雅子

　人権侵害などでお困りの方は、以下の無料相
談をご利用ください。内容は秘密厳守ですので
安心してご相談ください。

※受付時間：平日8:30～17:15

佐久穂町人権擁護委員による主な活動
▼なんでも心配ごと相談所
　毎月1回、行政相談員と人権擁護委員が対応
　します。
　詳細な日程は町ホームページをご覧ください。
▼町の各種イベントでの啓発活動
　町で実施される様々なイベントにて、ポスター
　やチラシをはじめとする人権啓発を行います。
▼人権フェスティバルｉｎ佐久穂を町と共催
　多くの住民の皆様に人権について考えてもら
　うため、「人権フェスティバルin佐久穂」を町
　と共催しています。
▼佐久人権擁護委員協議会での活動
　当町の人権擁護委員は、長野地方法務局佐
　久支局管内の佐久人権擁護委員協議会に所
　属し、人権相談所や啓発活動を計画的に運
　営しています。

みんなの人権110番
こどもの人権110番
長野地方法務局佐久支局

0570-003-110
0120-007-110
0267-67-2272
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令和８年度介護保険料の算定に関する特例措置について
■問合せ 健康福祉課　高齢者係　☎0267-86-2528

　令和７年度税制改正により、令和７年中の給
与所得控除の最低保証額が55万円から65万円
に引き上げられましたが、国の政令改正に基づ
き、令和８年度介護保険料の算定に限り控除
額引き上げの影響を反映させない特例措置が行
われます。
　この措置は一時的なものであり、介護保険事
業を安定して運営するために行われるものです。
▼対象となる方
　以下の条件を全て満たす方
　・第1号被保険者（65歳以上）の方及び同
　　じ世帯の方
　・令和8年1月1日及び令和8年4月1日時点に
　　佐久穂町に住民登録がある方
　・令和7年中（令和7年1月～12月）の給与
　　収入が55万1,000円以上190万円未満の方

▼特例措置の内容
　下記①、②の措置により、住民税の課税状況と
介護保険料における課税状況が一致しない場合
があります。
　①税制改正前の給与所得控除額で算定した
　　給与所得により合計所得金額を計算します。
　②税制改正前の給与所得控除額で算定した
　　合計所得金額により、課税・非課税を判
　　定します。
▼特例減免について
　令和7年度住民税非課税者で、令和8年度も
　住民税非課税の方については、上記の特例
　措置の②を行わず算定した保険料となるよ
　う、特例減免を適用します(申請は不要です)。

令和8年度敬老訪問・敬老事業について
■問合せ 健康福祉課　高齢者係　☎0267-86-2528

11月までに開催した地区敬老事業に対し経費の
一部を助成します。
▼助成対象経費及び金額
　①懇親会費の助成　　3,000円／人
　②記念品交付の助成　1,000円／人
　（①、②のいずれか助成）
▼対象者　
　町内に住所を有し、本年度末において満75
　歳以上の者
※今年度から助成内容を見直したため、本年度
　末において満71歳から74歳までの者は対象
　とする経過措置を講じます。
▼実施主体
　行政区、常会、分館、シニアクラブ等の団体
（※実施の有無は実施主体の判断によります）

町長による敬老訪問
　長年にわたり社会に尽くされてきた高齢者を
敬愛し健康長寿を祝うため、節目の年齢に到達
する高齢者を町長が自ら訪問し祝意を表すこと
を目的として、敬老の日前後の平日、希望され
る者を対象として事業を行います。
　今年度の対象者は、米寿（88歳）及び百寿
（100歳）を迎える者となります。8月初旬に意
向調査を行いますので、ご協力をお願いします。

地区敬老事業への助成
　長年地域の発展にご尽力されてきた高齢者に
対し、感謝と敬愛の意思を示すとともに、地域
内において世代間の交流を促進し連帯感の醸成
を図ることで、緊急時における自助や地域で支
え合う共助の礎を構築する機会として、9月から
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お出かけください　誰でも参加できる地域のカフェ
■問合せ 佐久穂町社会福祉協議会　☎0267-86-4273 ／ 佐久穂町地域包括支援センター　☎0267-86-1550

　お茶を飲みながらおしゃべりして、『ほっとな気分』になれる場所です。
　年齢は関係なく、誰でも参加していただけます。お時間がある時に、お気軽にお越しください。
【8月の予定】
　◇ほっとカフェ
　◇こまどりカフェ 
　◇こまどり体操  
　◇おとこのカフェ　
　◇ミニカフェ(男性)
　※いずれも時間は9:30からです。（予約不要・参加費無料）

ふるさとカフェ
　認知能力低下の予防、フレイル予防を目的に、
話をしながら創作活動や体操をします。介護者の
リフレッシュにも最適。気軽にお出かけください。

▼テーマ　本に親しむ
▼期　日　8月7日(金)　
▼時　間　10:00～11:00

▼テーマ　お花紙アート
▼期　日　8月28日(金)　
▼時　間　10:00～11:00

▼場　所　茂来館　2階小会議室
▼料金等　予約不要・参加費無料
▼問合せ　地域包括支援センター 
　　　　　☎0267-86-1550

ふるさとカフェ・トーク
 「認知症だと思うけど、介護するのにちょっと疲
れた。」「年をとってきて不安。」そんな愚痴を、
お茶を飲みながら認知症地域支援推進員にこぼ
してみませんか？介護保険サービスについての質
問にもお答えします。

▼期　日　8月28日(金)
▼時　間　10:00～11:00
　　　　　(ふるさとカフェと同時開催)
▼場　所　茂来館　2階小会議室
▼料金等　予約不要・お茶代は自己負担
▼その他　見守りが必要な方も一緒に参加され     
               る場合は、ふるさとカフェにて見守   
               り対応します。事前にご相談ください。
▼問合せ   地域包括支援センター 
　　　　　☎0267-86-1550

5(水)、19日(水)
4日(火)、25日(火)　　
18日(火)　飲み物をご持参ください　
26日(水)
7日(金)、21日(金)

社協カフェ

場所：社協ふれあい支所 2階
場所：八千穂老人福祉センター
場所：八千穂老人福祉センター
場所：社協ふれあい支所 2階
場所：社協ふれあい支所 2階

通通常常営営業業：：    99::0000--1177::3300  月月～～金金      

おお盆盆営営業業：：1100::0000--1166::0000        

    （（88//1111祝祝火火､､1122水水､､1133木木､､1144金金､､1155土土））  

    おお盆盆期期間間もも営営業業致致ししまますす  

オオモモチチャャ・・文文具具・・おおかかししももああるるよよ  IInnssttaaggrraammももややっっててるるよよ    ☎☎  8866--22331122  

佐久穂町
東町商店街



16

広報

No.238
information

点字・大活字誌ふれあいらしんばん109号貸出閲覧案内
■問合せ 健康福祉課　福祉係　☎0267-86-2528　　╱　佐久穂町図書館　☎0267-86-7020

令和8年度救命講習定期開催のお知らせ
■問合せ 北部消防署　救急係　☎0267-82-0119　╱　FAX 0267-83-3870

　消防署では、心肺蘇生法やＡＥＤの使い方、
応急手当の方法などを習得していただけるよう、
住民の皆様や事業所などを対象に救命講習会
を開催しております。
　是非、この機会に受講してみてはいかがでしょ
うか?

▼日　 時　8月22日(土)9:00～12:00
▼場　 所　北部消防署
▼定　 員　15名
▼申込方法　北部消防署に直接連絡していただき、
　　　　　申込用紙に必要事項をご記入の上、
　　         北部消防署又はお近くの消防署へ     
　　　　　ご提出ください。
▼受講料　無料
▼ 申込期間　7月27日(月)～8月16日(日)
▼服　 装　実技のできる服装
▼持 ち 物　筆記用具等
※申込用紙は佐久広域連合消防本部ホームペー
　ジ又は各消防署にございます。
※定員に達した時点で締め切りとします。
※お申し込み後のキャンセルについては、早め
　にご連絡ください。

▼第109号の内容
　①水害から暮らしを守る水防活動
　　日頃からの備えで被害を防ぐ。
　②自転車の交通違反に「青切符」が導入さ
　　れました！何が変わった？
　③電話でお金の話は詐欺！
　　親子のコミュニケーションで注意喚起を！
　④海洋プラスチック問題の解決策
　　マイボトルやマイバッグから始めるプラス
　　チックとの賢い付き合い方！

　インターネットでも同様の内容を見たり聞いた
　りする事ができます。

　政府の施策等の情報をまとめた、点字・大活
字広報誌「ふれあいらしんばん（第109号）」
及び、広報誌と同じ内容の音声広報ＣＤ「明日
への声（第109号）」の閲覧・貸出を行なって
います。
　視覚に障害のある方やそのご家族、ご友人な
ど、希望される方に見ていただいたり、貸し出
したりすることが可能です。障害のない方の閲
覧や貸し出しも可能です。
▼閲覧及び貸出しができる資料
　・ふれあいらしんばん　第109号
　・明日への声（ＣＤ）　第109号
▼閲覧及び貸出しができる場所
　・役場　健康福祉課　福祉係
　・佐久穂町図書館

ふれあいらしんばん

明日への声
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ピアの会開催について
■問合せ 陽だまりの家　佐久穂町地域活動支援センター　 ☎0267-77-7287

　ピアの会とは、メンタル面の不調や同じ病気、
症状、同じ薬を服用しているなど、似たような困
りごとを経験している方が集まる当事者の会です。
何気ない会話の中に、当事者だからこそ気づける
困りごとがあり、相談や情報交換をする事ができ
ます。研修を修了したピアサポーターを中心に会
の運営を行っており、ゆったりとした雰囲気の中で、
会話や季節の行事を楽しんでいます。地域活動支
援センターでは毎月ピアの会を開催しています。
　お気軽にお問合せください。

地域活動支援センターとは？
　障がいのある方や、障がいはないけれど悩みや
生活の困難さを抱えた方の社会参加の第一歩とし
て、地域の交流や創作活動の機会の提供をしてい
る場所です。

ピアサポーターから
　仲間と自分を大切に、活動しています。安心し
て参加できる会です。お気軽にお立ち寄りくださ
い。 
▼開催日　8月6日(木）・27日(木）
　　　　　※毎月2回開催
▼時　間　13:00～14:30　　　　　　　　　　
▼場　所　佐久穂町地域活動支援センター　  　
　　　　　住所：佐久穂町畑143-2
　　　　　（八千穂福祉センター向い）
▼対　象　佐久穂町在住でメンタル面の不調をお
　　　　　 持ちの方又はそのご家族
▼内　容　フリートーク、秋の学習会の相談など
▼申　込　佐久穂町地域活動支援センター
▼費　用　無料

家庭でも電気の安全点検を！
■問合せ 中部電気保安協会　 ☎0120-790-051

　8月は電気使用安全月間です。高音多湿の夏
場は、1年のうちで電気事故の最も多い季節で
す。このため、経済産業省の主唱のもと、8月
を「電気使用安全月間」として、全国一斉に電
気使用の安全を呼び掛けています。

▼チェックポイント
　・電線やコードが傷んでないか点検しましょう。
　・洗濯機、電子レンジにアース線（接地戦）
　　を取り付けましょう。
　・漏電遮断器を取り付けましょう。
　・濡れた手で電気器具を触らないようにしま
　　しょう。
　・タコ足配線は危険です。1つのコンセント
　　からたくさんの電気を使わないようにしま
　　しょう。
　・普段あまり見ることのないコンセントやプ
　　ラグは定期的に掃除しましょう。
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新生活の拠点に
雁明ニュータウンはいかがですか？
■問合せ  建設課　建設係　☎0267-86-2542

　町では、雁明ニュータウンでの新生活のスター
トダッシュを補助金制度で支援しています。
　残り区画はあとわずか！ご興味のある方はお
気軽にお問合せください。
▼宅地情報
　敷地面積：約116坪～ 120坪
　販売価格：8,508,000円～ 9,233,000円
▼補助金制度について
　土地の購入：最大300万円
　新築の建設：最大210万円
　（助成期間：令和10年３月31日まで）
▼雁明ニュータウン周辺の生活情報
　・中部横断自動車道佐久穂ＩＣまで車で５分
　・スーパー、コンビニ等は車で10分圏内の距離
　・保育園、病院、小児科等の周辺施設も充実

　長野県司法書士会では相続登記に関する不
安や疑問の解消のため、司法書士の日（8月3
日）に合わせて相続登記についての相談会を開
催します。
▼日　時　8月3日(月)～8月7日(金)9:00～16:00
▼場　所　県内各司法書士事務所
　　　　　お近くの司法書士事務所がわからな
　　　　　い方は長野県司法書士会（☎026-
　　　　　232-7492）までお問合せください。
▼予　約　事前に相談を希望する司法書士事
　　　　　務所に直接お問合せください。
▼相談例　
　・登記名義人が先々代のままになっている
　・相続登記の義務化でどのように変わったのか
　・実家が相続登記をせずに空き家になっている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

司法書士事務所における
「相続登記特別無料相談会」
■問合せ 長野県司法書士会　☎026-232-7492

　近年増加している借金問題は、身近な法律の
専門家に早期に相談することが大切です。長野
県司法書士会では、借金に苦しむ方の生活再建
を図るべく、電話による相談会を開催します。相
談は無料。秘密は厳守されます。
▼日　　時　8月8日(土) 10:00～16:00
▼相談番号　0120-448-788
　　　　　（無料、当日のみの専用番号です）
▼相  談  例　
　・借金の毎月の支払で生活が苦しい
　・業者から/弁護士から/裁判所から郵便が届
　　いた。
　・ネットで見かけた「借金減額」の依頼をした
　　が楽にならない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 など

司法書士による
借金・債務整理無料電話相談会
■問合せ 長野県司法書士会　☎026-232-7492

町道通行制限
オンライン申請を開始しました
■問合せ 建設課　建設係　☎0267-86-2542

　令和8年7月1日から、町道通行制限の申請
がオンラインでもできるようになりましたの
で、ぜひご利用ください。
　オンライン申請の場合、役場にお越しいた
だかなくても、いつでも申請可能です。下記
のQRコードを読込む又は町ホームページの
「デジタル窓口」バナーから「通行制限」と
検索し、申請をしてください。

※通行制限に関するページは、
　右のQRコードから又は「佐
　久穂町通行制限」と検索し
　ていただくと確認できます。

通行制限 通行変更制限

詳しくはこちら
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健康チャレンジポイント【ヘルシー料理の実践でポイントを獲得！】
■問合せ 健康福祉課　保健係　☎0267-86-2528　

　健康チャレンジポイントでは、ヘルシー料理の実践でポイントが獲得できます。3つのレシピの中から
1つ選び、実際に作り写真等で提示をしてください。6月のひじきサラダに続き3品目の紹介です。(健康
福祉課窓口にもレシピを用意してあります。)
◎梅干しと切干大根のすまし汁　　　　 切干大根は、生の大根より食物繊維が豊富です。また、

梅干しに含まれるクエン酸は、疲労回復を早めるはたらきが
あります。
材料(1人分)
切干大根(乾)・・・・5g　　　しょうゆ・・・・・・小さじ1
梅干し・・・・・・・1個　　　 熱湯・・・・・・・・180ml
小ねぎ・・・・・・・1本

作り方 　① 切干大根は料理ばさみで食べやすい長さに切る。さっと洗い、水気を絞って器に入れる。
　　　　 ② 小ねぎは小口切りにして器に入れる。
　　　　 ③ 梅干しとしょうゆを器に入れ、熱湯を注ぐ。
　　　　 ④ 2分ほど置き、梅干しをほぐしながら材料を混ぜる。
【1人分】　エネルギー18kcal　たんぱく質1.4g　脂質2.5g　食塩相当量1.0g 
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館報さくほ

に

よ
り
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥
村
土
牛
記

　

第
37
回
宮
田
三
郎
木
版
画
展
が
３
月
13

日
か
ら
４
月
５
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た

り
茂
来
館
イ
ベ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
風
景
か
・
・
・

花
か
・
・
・
」
で
、
京
都
各
地
の
風
景
を

中
心
に
版
画
62
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
町

内
を
は
じ
め
各
地
か
ら
の
来
場
者
１
９
５

人
ほ
ど
が
作
品
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
14
日
に
は
茂
来
館
学
芸
員

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま

し
た
。
約
２
２
０
０
点
に
上
る
木
版
画

と
、
総
数
２
万
点
を
超
え
る
版
木
と
ス

ケ
ッ
チ
画
・
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
原
画
・
ポ
ス

タ
ー
カ
ラ
ー
彩
色
原
画
、
制
作
資
料
な
ど

が
画
伯
と
画
伯
の
甥
で
あ
る
宮
田
篤
氏
に

よ
り
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥
村
土
牛
記

　

第
37
回
宮
田
三
郎
木
版
画
展
が
３
月
13

日
か
ら
４
月
５
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た

り
茂
来
館
イ
ベ
ン
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
風
景
か
・
・
・

花
か
・
・
・
」
で
、
京
都
各
地
の
風
景
を

中
心
に
版
画
62
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
町

内
を
は
じ
め
各
地
か
ら
の
来
場
者
１
９
５

人
ほ
ど
が
作
品
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
14
日
に
は
茂
来
館
学
芸
員

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま

し
た
。
約
２
２
０
０
点
に
上
る
木
版
画

と
、
総
数
２
万
点
を
超
え
る
版
木
と
ス

ケ
ッ
チ
画
・
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
原
画
・
ポ
ス

タ
ー
カ
ラ
ー
彩
色
原
画
、
制
作
資
料
な
ど

が
画
伯
と
画
伯
の
甥
で
あ
る
宮
田
篤
氏
に

よ
り
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
奥
村
土
牛
記

念
美
術
館
と
茂
来
館
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

は
、
常
時
20
点
前
後
の
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

木
版
画
家
宮
田
三
郎
は
、
長
野
県
北
安

曇
郡
美
麻
村
（
現
在
は
大
町
市
）
に
生
ま

れ
ま
し
た
。
１
９
５
０
年
頃
か
ら
創
作
活

動
を
開
始
し
ま
す
。
彼
は
日
本
各
地
を
旅

行
し
、
多
く
の
ス
ケ
ッ
チ
画
や
水
彩
画
を

描
き
続
け
ま
し
た
。
１
９
６
０
年
代
後
半

か
ら
各
地
の
ス
ケ
ッ
チ
画
を
も
と
に
、
宮

田
流
の
版
画
の
創
作
が
始
ま
り
ま
す
。
１

９
８
４
年
に
紺
綬
褒
章
を
受
章
し
た
頃
か

ら
作
品
の
円
熟
味
が
増
し
て
、
多
く
の
木

版
画
が
摺
ら
れ
ま
し
た
。
全
国
各
地
で
彼

の
個
展
が
開
催
さ
れ
、
作
品
は
人
々
の
目

に
触
れ
て
購
入
さ
れ
、
い
ま
だ
に
多
く
の

フ
ァ
ン
が
存
在
し
ま
す
。

　

佐
久
穂
町
内
の
古
く
か
ら
の
友
人
を
訪

ね
る
う
ち
に
佐
久
地
方
の
風
景
に
魅
せ
ら

れ
、
友
人
宅
に
滞
在
し
て
は
近
隣
に
ス

ケ
ッ
チ
に
出
か
け
ま
し
た
。
町
内
で
個
展

や
版
画
教
室
を
開
く
な
ど
意
欲
的
に
活
動

し
、
２
０
０
６
年
に
は
「
佐
久
穂
町
名
誉

町
民
」
と
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
そ

の
７
年
後
の
２
０
１
３
年
に
89
歳
で
逝
去

し
、
第
二
の
故
郷
と
し
て
愛
し
た
佐
久
穂

町
龍
興
寺
で
永
眠
し
て
い
ま
す
。

第37回 宮田三郎木版画展第37回 宮田三郎木版画展第37回 宮田三郎木版画展

　5月23日(土)、６月21日(日)に令和８年度
こども公民館が茂来館で開講されました。
　今年度は、将棋教室、フラワーアレンジメ
ント教室、書道教室、日本舞踊教室、マミー
のチョークアート教室の5教室へ、小中学生
計46名の申し込みがありました。
　こども公民館は１年間の計画で実施してい
きます。１年後の生徒の成長を楽しみにして
います。

　６月７日(日)から未就学児、小学校1年生から4年生までをそ
れぞれ対象とした「こどもダンス教室 リズム＆ヒップホップ
ダンス」が始まりました。
　参加者は全部で48名となり、会場のメリアホールは、
親子のダンスで大いに賑わいました。

　こどもダンス教室は、全10回の開催を予定
し、11月の文化祭では最後の発表をします。こ
どもたちの発表の成果をぜひご覧ください。
　また、こどもダンス教室は途中参加も可能です。
未就学児、小学校1年生から4年生までの児童がい
る方は、一緒に参加してみてはいかがでしょうか。
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第
１
回
人
権
同
和
教
育
講
座
が
６
月
12

日
（
金
）
午
後
７
時
か
ら
茂
来
館
メ
リ
ア

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
に

は
、
長
野
県
東
信
教
育
事
務
所
学
び
の
共

創
課
指
導
主
事
の
荻
原
忍
さ
ん
を
昨
年
同

様
お
迎
え
し
、
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

と
は
？
」
〜
こ
ど
も
基
本
法
か
ら
考
え
る

人
権
尊
重
社
会
〜
と
題
し
て
主
に
４
つ
の

個
別
の
課
題
に
つ
い
て
Ａ
Ｉ
動
画
、
資
料

を
交
え
、
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
と
、

こ
ど
も
基
本
法
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
権
利
条

約
は
１
９
８
９
年
の
国
連
総
会
に
お
い

て
採
択
さ
れ
、
翌
年
に
発
効
し
、
１
９
６

の
国
と
地
域
が
締
約
し
て
い
ま
す
。
日
本

は
１
９
９
４
年
に
批
准
し
、
こ
ど
も
基
本

法
は
日
本
国
憲
法
と
子
ど
も
の
権
利
条
約

の
精
神
に
基
づ
き
国
内
の
こ
ど
も
政
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
国
内
法
と
し
て
令
和

５
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

こ
ど
も
の
定
義
で
も
あ
る
18
歳
や
20
歳

と
い
っ
た
年
齢
で
心
と
身
体
の
発
達
の
過

程
に
あ
る
者
を
、
大
人
に
な
る
ま
で
切
れ

目
な
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
こ
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
の
た
め
の
居
場
所
づ
く
り
や
い

じ
め
対
策
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
と
、
子
育
て

に
伴
う
喜
び
を
実
感
で
き
る
社
会
の
実
現

の
た
め
働
き
な
が
ら
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
周
知
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
こ
と
、
「
こ
ど

も
基
本
法
」
の
基
本
理
念
に
あ
る
全
て
の

こ
ど
も
に
つ
い
て
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
る
こ
と
・
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
る

こ
と
・
差
別
的
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
等
を
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
ぜ
、
今
「
こ
ど
も
基
本
法
」
制
定
な

の
か
？
近
年
の
こ
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況

令和８年７月23日（21）第127号

第１回 講師　   　　
　　

荻原 忍 さん

館 報 さ く ほ

第
１
回
人
権
同
和
教
育
講
座

第
１
回
人
権
同
和
教
育
講
座

と
し
て
、
い
じ
め
の
重
大
事
態
件
数
（
令

和
４
年
度
）
や
小
・
中
学
校
に
お
け
る
不

登
校
の
こ
ど
も
の
数
（
令
和
４
年
度
）
及

び
、
児
童
虐
待
の
相
談
対
応
件
数
（
令
和

５
年
度
）
が
過
去
最
多
だ
っ
た
。
10
代
の

死
因
の
最
多
は
自
殺
（
令
和
４
年
）
、
こ

ど
も
の
自
己
肯
定
感
や
幸
福
感
は
諸
外
国

に
比
べ
て
低
い
な
ど
の
背
景
か
ら
、
常
に

こ
ど
も
の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考
え
る

必
要
性
、
こ
ど
も
に
関
す
る
取
組
を
日
本

社
会
の
真
ん
中
に
据
え
て
、
強
力
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
社
会
全
体
で
こ
ど
も
に

関
す
る
取
組
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
の

共
通
の
基
盤
と
な
る
基
本
理
念
や
基
本
事

項
を
明
ら
か
に
す
る
と
の
内
容
で
し
た
。

　

①
「
児
童
生
徒
の
情
報
端
末
の
利
用
実

態
」
の
状
況
と
し
て
、
令
和
６
年
度
小
中

高
生
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
所
有
状
況
の
現

状
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
ど
う
し
た

か
？
の
回
答
結
果
で
は
、
家
族
に
相
談
す

る
児
童
生
徒
は
減
少
し
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
、
友
達
に
相
談
す
る
な

ど
の
中
高
生
が
増
加
し
て
い
る
状
況
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

②
「
い
じ
め
防
止
対
策
」
の
令
和
５
年

度
の
調
査
結
果
と
し
て
、
い
じ
め
の
重
大

事
態
件
数
が
１
，
３
０
６
件
（
い
じ
め
に

よ
り
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
の
生

命
、
心
身
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が
生

じ
た
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
の
件
数

と
、
学
校
を
相
当
の
期
間
欠
席
す
る
こ
と

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
疑
い
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
の
発
生
件
数
を
含
む
）
だ
っ

た
こ
と
。
小
・
中
学
校
に
お
け
る
年
度
間

に
30
日
以
上
欠
席
し
た
児
童
と
不
登
校
の

児
童
生
徒
が
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

③
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
で
は
、
本
来

大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な

家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日
常
的
に

行
っ
て
責
任
や
負
担
の
重
さ
に
よ
り
学
業

や
友
人
関
係
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
。

利
用
し
て
よ
か
っ
た
と
一
番
に
感
じ
る
支

援
と
し
て
は
、
お
世
話
を
必
要
と
す
る
家

族
や
自
分
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
の
相

談
、
家
事
や
お
世
話
の
代
行
や
手
伝
い
、

勉
強
に
関
す
る
支
援
、
居
場
所
、
就
労
の

支
援
だ
っ
た
こ
と
。
又
、
利
用
し
て
よ

か
っ
た
と
感
じ
る
理
由
と
し
て
は
、
精
神

的
な
負
担
、
ス
ト
レ
ス
、
お
世
話
の
負

担
、
孤
独
感
が
減
っ
た
、
将
来
に
つ
い
て

考
え
る
時
間
や
き
っ
か
け
が
で
き
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
裏
面
へ
続
く
）



　

茂
来
ク
ラ
ブ
が
６
月
21
日
（
日
）
午
後

２
時
か
ら
茂
来
館
創
作
室
に
て
講
師
に

は
、
伴
野
漆
工
藝
製
作
所
の
伴
野
崇
さ
ん

を
お
迎
え
し
、
「
は
じ
め
て
の
伝
統
工
芸

漆
塗
り
体
験
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
の
開
催
と
な
る
漆
に
つ
い

て
身
近
な
存
在
に
な
れ
ば
と
漆
塗
り
体
験

教
室
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
幅
広
い
年
齢

層
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
事
前
に
加
工
さ
れ
た
木
製
の

箸
、
コ
ー
ス
タ
ー
に
天
然
漆
の
漆
液
を
綿

の
布
で
薄
く
均
一
に
塗
り
込
み
、
適
度
な

湿
度
で
乾
燥
さ
せ
、
漆
塗
り
の
基
本
技
法

の
拭
き
漆
を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は

木
目
の
美
し
さ
を
引
き
出
し
透
明
感
の
あ

る
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
か
ぶ
れ
な
い
よ
う
万

館 報 さ く ほ令和８年７月23日 第127号（22）

第1回

茂
来
ク
ラ
ブ

　

④「
こ
ど
も
の
自
殺
対
策
」
に
つ
い
て

は
、
昭
和
49
年
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

の
小
中
高
生
の
自
殺
者
数
の
推
移
に
加

え
、
令
和
５
年
度
は
３
９
７
人
（
小
・
中
・

高
等
学
校
か
ら
の
報
告
）
で
あ
っ
た
こ

と
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

55
年
か
ら
令
和
６
年
ま
で
の
小
中
高
生

の
自
殺
者
数
と
自
殺
率
、
特
に
自
殺
率

が
年
々
増
加
し
て
い
る
状
況
が
報
告
さ

れ
、
令
和
６
年
の
小
中
高
生
に
お
け
る

自
殺
の
原
因
・
動
機
と
し
て
学
校
問
題

が
37
％
で
、
そ
の
内
訳
と
し
て
学
業
不

振
、
学
友
と
の
不
和
、
進
路
に
関
す
る

悩
み
が
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
と
め
と
し
て
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
ど
も
や
若
者

を
権
利
の
主
体
と
し
て
認
識
し
、
多
様

な
人
格
を
持
っ
た
個
と
し
て
尊
重
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
権
利
を
保
障
し
、
現
在

と
将
来
に
わ
た
る
最
善
の
利
益
を
図
り
、

「
こ
ど
も
と
と
も
に
」
と
い
う
姿
勢
で
自

己
選
択
・
自
己
決
定
・
自
己
表
現
を
社

会
全
体
で
後
押
し
す
る
こ
と
。
こ
ど
も

や
若
者
の
意
見
を
年
齢
や
発
達
の
程
度

に
応
じ
て
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て

当
事
者
の
視
点
を
尊
重
し
、
そ
の
意
見

を
聴
き
、
対
話
し
な
が
ら
と
も
に
進
め

て
い
く
こ
と
。
こ
ど
も
や
若
者
、
子
育
て

当
事
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
必

要
な
支
援
が
特
定
の
年
齢
で
途
切
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
に
支
援
す
る
こ

と
。
良
好
な
成
育
環
境
を
確
保
し
、
貧
困

と
格
差
の
解
消
を
図
る
こ
と
で
、
全
て
の

こ
ど
も
や
若
者
が
幸
せ
な
状
態
で
成
長

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
若
い
世
代
の

生
活
基
盤
の
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
多

様
な
価
値
観
・
考
え
方
を
尊
重
す
る
こ
と

を
大
前
提
と
し
て
ど
の
よ
う
な
選
択
を

し
て
も
不
利
を
被
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
、
若
い
世
代
の
視
点
に
立
っ

て
結
婚
、
子
育
て
に
関
す
る
希
望
の
形
成

と
実
現
を
阻
む
困
難
の
打
破
に
取
り
組

む
こ
と
。
施
策
の
総
合
性
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
、
民
間
団
体
等
と
の

連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
。
地
域
で
活
か

す
た
め
に
、
学
校
や
公
民
館
で
こ
ど
も
が

地
域
課
題
を
話
し
合
う
場
を
設
け
る
「
こ

ど
も
議
会
」
の
定
期
開
催
、
こ
ど
も
イ
ベ

ン
ト
で
こ
ど
も
の
企
画
を
取
り
入
れ
、
で

き
る
限
り
こ
ど
も
主
体
と
す
る
機
会
を
つ

く
る
こ
と
。
地
域
の
大
人
向
け
研
修
と
し

て
、
こ
ど
も
の
権
利
や
意
見
尊
重
に
つ
い

て
学
ぶ
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
等
が
要

点
で
あ
る
こ
と
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
　

　
全
の
対
策
を
し
て
い
た
だ
い
て
楽
し
く
体

験
で
き
た
。
日
常
で
漆
に
接
す
る
こ
と
が
な

く
拭
き
漆
が
身
近
で
体
験
で
き
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。
拭
き
漆
の
作
業
を
通
じ
て
化

学
塗
料
と
は
ま
っ
た
く
違
う
質
感
を
体
験

で
き
た
」
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

う
る
し
っ
て
何
だ
ろ
う
？
日
本
を
代
表

す
る
伝
統
素
材
で
ど
ん
な
素
材
な
の
か
知

ら
な
い
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
実
際

に
漆
液
に
触
れ
て
驚
き
や
、
漆
塗
り
お
も

し
ろ
さ
を
体
験
し
、
楽
し
み
な
が
ら
の
教

室
と
な
り
ま
し
た
。

講師の伴野さんの指導のもと
作業に取り組む参加者

完成作品完成作品を手に笑顔の
参加者



同
好
会

同
好
会
のの

　
　
　
　  

作
品
作
品

や

の

短
歌
俳
句

樹
歌
会

「
老
体
に
鞭
打
ち
も
少
し
頑
張
る
か
」
仲
間
と
い
う
は
大
な
る
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
雪
子

山
の
辺
の
木
下
に
咲
け
る
一
人
静
、
眉
掃
草
と
の
別
名
あ
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
川
エ
ツ
子

ポ
ス
ト
に
は
ビ
ニ
ー
ル
入
り
の
新
聞
が
雨
の
配
達
感
謝
し
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
出
今
日
子

見
渡
さ
ば
一
本
苗
の
あ
ち
こ
ち
に
補
植
す
る
婆
の
気
休
め
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
京
子

犬
猫
や
う
さ
ぎ
を
飼
い
し
少
年
は
動
物
病
院
夢
見
る
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
原
　
泰
子

今
月
も
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
悲
鳴
あ
げ
石
油
由
来
の
品
薄
つ
づ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
み
ち
子

眼
閉
ぢ
れ
ば
潮
騒
が
き
こ
え
く
る
ゆ
め
の
小
舟
に
誘
ひ
だ
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
原
す
み
江

若
葉
萌
ゆ
こ
の
暑
さ
来
て
挨
拶
も
暑
い
あ
つ
い
ね
牡
丹
が
き
れ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
見
沢
純
子

モ
ナ
リ
ザ
が
涙
を
流
す
C
M
は
今
の
日
本
を
泣
い
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
沢
　
　
槇

お
な
か
見
せ
眠
る
小
犬
の
い
と
し
さ
よ
山
端
の
月
が
雲
を
脱
ぎ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
依
田
　
久
代

豊
穣
も
混
沌
も
生
む
こ
の
地
の
片
隅
に
ト
マ
ト
二
本
を
植
ゑ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
雅
子

令和８年７月23日（23）第127号 館 報 さ く ほ

つ
ち

第
１
回
文
化
芸
術
講
座
報
告

第
１
回
文
化
芸
術
講
座
報
告

第
１
回
文
化
芸
術
講
座
報
告

第
１
回
文
化
芸
術
講
座
報
告

　

第
１
回
文
化
芸
術
講
座
が
６
月
14
日
（
日
）
に
茂
来
館
メ
リ
ア
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
「
樹
液
が
器
に
変
わ
る
ま
で
〜
漆
に
振
り
回
さ
れ
、
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
作
り
続
け
る
3
6
5

日
の
舞
台
裏
〜
」
と
題
し
て
井
坂
友
美
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
32
人
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
一
滴
の
樹
液
が
、
な
ぜ
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
の
か
、

そ
の
製
作
工
程
や
職
人
の
技
術
に
つ
い
て
、
豊
富
な
写
真
や
実
物
を
交
え
な
が
ら
分
か
り
や
す
く

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
漆
の
採
取
か
ら
精
製
、
下
地
づ
く
り
、
塗
り
、
研
ぎ
、
仕
上
げ
に
至

る
ま
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
工
程
に
多
く
の
時
間
と
手
間
が
か
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
漆
は
単
な
る
伝
統
工
芸
の
材
料
で
は
な
く
、

現
代
の
生
活
の
中
で
も
受
け
継
が
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
日
本
の
伝
統
文
化
を
支
え
る

重
要
な
素
材
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、

漆
器
の
お
手
入
れ
方
法
や
修
復
技
術
、
か
ぶ
れ
へ
の
対
策
な
ど
、
参
加
者
か
ら
多
く
の
質
問
が
寄

せ
ら
れ
、
漆
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら
は
「
普
段
知
る
こ
と
の
で
き

な
い
職
人
の
仕
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
漆
の
見
方
が
変
わ
っ
た
」
「
実
物
を
見
な
が
ら
話

を
聞
け
て
理
解
し
や
す
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
大
変
有
意
義
な
講
座
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
講
座
を
通
じ
て
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
漆
の
魅
力
や
奥
深
さ
に
触
れ
、
そ
の
価

値
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た

　

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
講
座
が
５
月
31
日
（
日
）
を
皮
切
り
に
３
月
14

日
（
日
）
ま
で
10
回
の
日
程
で
茂
来
館
創
作
室
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
１
回
の
講
座
で
作
品
が
完
成
す
る
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
、
小
物

入
れ
、
傘
な
ど
か
ら
３
回
の
連
続
講
座
で
作
品
が
完
成
す
る
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
な
ど
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。
各
回
募

集
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

講
師
に
は
、工
芸
作
家
の
中
野
稔
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
材
料
費
が
必
要
で
す
。
年
間
計
画
は
、

広
報
５
月
号
と
と
も
に
発
刊
さ
れ
た
「
館
報
さ
く
ほ
」
１
２
６
号
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。



館 報 さ く ほ令和８年７月23日 第127号（24）

第
２
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

５
月
１７
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
北

相
木
村
三
滝
山
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

三
滝
は
、
３
つ
の
滝
か
ら
名
付
け
ら

れ
て
お
り
、
大
禅
（
だ
い
ぜ
ん
）
の

滝
・
小
禅
（
こ
ぜ
ん
）
の
滝
・
浅
間

（
せ
ん
げ
）
の
滝
が
あ
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
大
禅
の
滝
は
、
高
さ
３
０

メ
ー
ト
ル
あ
り
、
流
れ
落
ち
る
水
し
ぶ

き
は
涼
し
さ
が
も
ろ
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

冬
は
見
事
な
大
氷
柱
と
な
り
、
観
光

名
所
の
ひ
と
つ
で
、
新
聞
に
も
何
度
か

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
短

い
距
離
で
し
た
が
、
駐
車
場
か
ら
２
０

分
ほ
ど
で
高
低
差
が
あ
り
、
整
備
さ
れ

て
い
る
た
く
さ
ん
の
階
段
を
登
り
、
新

緑
の
な
か
美
味
し
い
空
気
を
吸
い
、
良

い
運
動
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
を
含
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

コ
ー
ス
決
め
は
、
役
員
が
下
見
を
し
て

少
し
で
も
楽
し
め
る
コ
ー
ス
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
（
今
後
も
楽
し
み
に
し
て

い
て
く
だ
さ
い
）

①　

キ
ッ
ク
ル
パ
ッ
ド

　

滑
り
や
す
い
円
柱
型
の
パ
ッ
ド
を
床

で
蹴
る
・
す
べ
ら
せ
る
動
き
を
通
じ

て
、
楽
し
み
な
が
ら
股
関
節
の
柔
軟
性

や
体
幹
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②　

室
内
モ
ル
ッ
ク

　

モ
ル
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
棒
を
投
げ

て
、
ス
キ
ッ
ト
ル
と
呼
ば
れ
る
ピ
ン
を

倒
し
点
数
を
競
う
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥

の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

試
合
は
個
人
や
チ
ー
ム
（
２
〜
４

名
）
で
対
戦
し
、
先
に
５０
点
ジ
ャ
ス
ト

に
な
っ
た
方
が
勝
ち
と
な
り
ま
す
。

③　

テ
ニ
ピ
ン

　

テ
ニ
ス
を
誰
も
が
簡
単
に
楽
し
め
る

よ
う
に
、
手
の
平
に
は
め
た
専
用
の
ハ

ン
ド
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
い
、
ス
ポ
ン
ジ

ボ
ー
ル
を
打
ち
合
う
「
ネ
ッ
ト
型
ボ
ー

ル
運
動
」
で
す
。

④　

カ
ロ
ー
リ
ン
グ

　

氷
上
で
行
わ
れ
る
「
カ
ー
リ
ン
グ
」

を
ヒ
ン
ト
に
、
一
九
九
三
年
に
日
本
で

考
案
さ
れ
た
室
内
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
体
育
館
な
ど
の
床
の
上
に
ポ
イ

第
１
回
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

６
月
１３
日
（
土
）
、
海
瀬
社
会
体
育

館
に
て
『
第
１
回
わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン

ジ
教
室
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
は
２５
名
の
お
申
し
込
み

が
あ
り
、
次
の
４
種
目
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
楽
し
く
体
を
動
か
し

ま
し
た
。

ン
ト
ゾ
ー
ン
を
置
き
、
底
面
に
車
輪
が

つ
い
た
円
盤
（
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
）

を
滑
ら
せ
て
得
点
を
競
い
合
い
ま
す
。

　

わ
く
わ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
で
は
、

全
６
回
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
余
地
ダ

ム
公
園
遊
び
、
魚
の
つ
か
み
取
り
、
運

動
会
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
餅
つ
き
な

ど
を
通
し
て
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
心
と
体
を
育
む

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。



令和８年度 第２回文化芸術講座　絵地図で歩く佐久穂の山々
　　　　　　　　　　　　　　　　　～信州の山の魅力と安全登山～
令和８年 ８月 30 日 ( 日 ) 14:00 ～ 15:30
森林面積が町土の 81％を占める緑豊かな佐久穂町には、町のシンボル的存在で長野県の名峰や信州
百名山に選定されている茂来山のほか、町西部の北八ヶ岳にも 2000ｍ級の人気の山があり、さらに
近くには戦国の山城跡などもあります。これら町内の山々の登山案内と見所などを絵地図で紹介す
るとともに、信州の山の魅力や安全登山、私の山の楽しみ方などについてお話しします。
 佐久穂町生涯学習館「花の郷・茂来館」メリアホール
200 円（大学生以下無料） ※釣銭の無いようにお願いします
○町内外を問わず、どなたでも受講できます（事前予約制）
○お問い合わせは佐久穂町公民館まで（℡：0267-86-2041）

日 時

概 要

会 場

受講料

館 報 さ く ほ 令和８年７月23日（25）第127号

　7月５日(日)佐久リゾートゴルフ倶楽部
にて、第22回佐久穂町民ゴルフ大会が開
催されました。
182名の皆さんが参加され、優勝目指して
競い合いました。
　結果は次のとおりです。

一般の部
　☆優　勝
　　渡辺　紀一
　〇ベストグロス　
　　日向　完一
シニア・レディースの部
　☆優　勝
　　石井　春行
　〇ベストグロス
　　畠山　光男

町民ゴルフ大会結果

水と緑のうるおい 人の営みが奏でる 未来のふるさと佐久穂町公民館 共催佐久穂町ふるさと遺産収蔵館友の会

講 師 ： 中嶋 豊 先生
佐久穂町出身。1971 年長野県警察官、1976 年県警山岳救助隊員に指名、警察本部、航
空隊等において遭難救助、遭難防止活動に従事。県警山岳遭難救助隊第 9代隊長、岡谷・
佐久署長、地域部長歴任、2013 年退職、2020 ～ 23 年、県消防防災航空隊安全運航管理幹。
2013 年長野県山岳遭難防止アドバイザー委嘱、2014 年「山の達人」、2016 年自然保護
レンジャー。休日には、県内外の山歩きを楽しむ。著書に「信州山歩き地図」Ⅰ～Ⅳ、「長
野県の名峰百選」（上・下）、「いざ！登る信濃の山城」、「続編いざ！登る信濃の山城」
がある。中条山岳会員



町
指
定
文
化
財
の
紹
介 

⑪

秩
父
事
件
と
は

　
「
秩
父
事
件
」
と
は
、
明
治
十
七
年

（
一
八
八
四
）
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け

て
埼
玉
県
秩
父
地
方
の
自
由
党
員
と
不
況

に
苦
し
む
農
民
が
、
負
債
の
減
免
な
ど
を

求
め
て
起
こ
し
た
武
装
蜂
起
で
す
。
群
馬

県
・
長
野
県
の
町
村
に
も
波
及
し
た
、
自

由
民
権
運
動
の
影
響
下
で
の
一
大
騒
動
で

し
た
。

　
困
民
軍
は
、
一
時
は
秩
父
大
宮
郷
の
郡

役
所
や
警
察
署
も
占
拠
し
ま
す
が
、
数
日

に
、
困
民
軍
に
参
加
し
て
亡
く
な
っ
た

六
名
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
町
史
跡
「
掛
樋
と
棚
橋
・
秩

父
事
件
戦
跡
」
に
つ
い
て
二
回
に
わ

た
っ
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
天
狗
岩
周

辺
の
こ
の
辺
り
に
、
江
戸
時
代
か
ら
明

治
時
代
に
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史

が
あ
っ
た
こ
と
に
、
思
い
を
巡
ら
せ
て

み
て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　  

副
会
長
　
小
須
田
基
弘
）

撃
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
吉
野
隊

も
棚
橋
を
渡
っ
て
東
馬
流
へ
と
進
撃
し
ま

し
た
。
困
民
軍
は
、
豪
農
や
豪
商
か
ら

奪
っ
た
刀
剣
や
鉄
砲
な
ど
を
所
持
し
て
い

ま
し
た
が
、
新
式
の
武
器
を
使
用
し
訓
練

を
受
け
た
政
府
軍
の
前
に
は
抗
す
べ
く
も

な
く
総
崩
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
戦
闘
で
死
亡
し
た
困
民
軍
は
一
三

名
で
、
官
軍
側
は
巡
査
二
名
が
重
傷
を
負

い
、
後
に
一
名
が
死
亡
し
ま
し
た
。
ま

た
、
唯
一
の
民
間
人
犠
牲
者
と
し
て
、
当

町
穴
原
出
身
で
東
馬
流
に
嫁
い
で
い
た
井

出
ジ
ョ
ウ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
彼
女
は
、

避
難
す
る
際
に
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
て
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
戦
闘
後
、
困
民
軍
の
遺
体
は
東
馬
流
の

諏
訪
神
社
の
近
く
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た

が
、
政
府
へ
の
反
逆
者
と
さ
れ
た
た
め
、

長
ら
く
姓
名
が
不
明
の
ま
ま
に
置
か
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
秩
父
事
件
の
見
直

し
や
参
加
者
の
顕
彰
運
動
が
進
む
中
で
、

死
亡
者
の
名
前
も
徐
々
に
明
ら
か
に
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
秩
父
事

件
の
百
周
年
を
記
念
し
て
天
狗
岩
の
近
く

に
建
て
ら
れ
た
「
秩
父
困
民
党
散
華
之

碑
」
に
は
、
井
出
ジ
ョ
ウ
さ
ん
の
ほ
か

館 報 さ く ほ令和８年７月23日 第127号（26）

の
う
ち
に
制
圧
さ
れ
て
本
陣
は
解
体
し
ま

し
た
。

　
十
一
月
七
日
、
騒
動
の
中
心
勢
力
で

あ
っ
た
秩
父
困
民
軍
の
残
党
は
、
菊
池
寛

平
を
先
頭
に
十
石
峠
を
越
え
て
大
日
向
村

に
入
り
、
海
瀬
、
崎
田
、
樋
口
、
高
岩
を

経
て
、
八
日
に
は
東
馬
流
の
井
出
家
に
本

陣
を
構
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
政
府

は
、
高
崎
鎮
台
兵
を
派
遣
し
ま
し
た
。

最
後
の
激
戦
地
　

　
十
一
月
九
日
の
未
明
、
天
狗
岩
の
棚
橋

を
は
さ
ん
で
最
後
の
激
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
困
民
軍
と

各
地
か
ら
参
加
し
た
農
民
四

五
〇
名
に
対
し
て
、
吉
野
大

尉
の
指
揮
す
る
鎮
台
兵
八
〇

名
と
巡
査
五
〇
名
が
棚
橋
の

手
前
に
陣
を
構
え
ま
し
た
。

他
方
、
江
口
少
尉
が
指
揮
す

る
兵
五
〇
名
と
巡
査
三
〇
名

は
対
岸
の
宮
下
に
移
動
、
攻

「
掛
樋
と
棚
橋
・
秩
父
事
件
戦
跡 

そ
の
２
」

 
か
け
ひ　
　

た
な
ば
し

ち
ん
だ
い
へ
い

「秩父困民党散華の碑」

「八千穂村誌抜粋　戦闘の様子」

こ
う

さ
ん
げ
の

ひ



夏の読書週間
8/2～16

とちの実おはなし会
～夏のおはなし会スペシャル～

日時：８月８日 (土 )　14：00～日時：８月８日 (土 )　14：00～
場所：茂来館　中会議室場所：茂来館　中会議室
プログラム
・ミュージックベルの演奏
・絵本の読み聞かせ
・「ダンディ JUN」のマジックショー
・ミニ縁日（魚釣り）　など

型染ワークショップ
オリジナルバッグづくり
日　時：８月２日(日) …茂来館夏祭りの日です！

　　　１回目　11：00～

　　　２回目　13：00～

　　　３回目　14：30～

場　所：茂来館　創作室

参加費 ：500円（紺色のバッグ）

　　　    300 円（以前参加してバッグ持参の方）

定　員：各回 10名

型の種類は「しらかばちゃん（6名まで）」又は
「和柄（当日選択）」になります。
図書館カウンターにて申込受付（電話受付も可）

雑誌リサイクル
日時：８月８日 (土 ) ～ 16日 ( 日 )

　　　10：00～ 18：00

場所：図書館入口付近

　　　※なくなり次第終了

いつもより時間も長めになって
います。皆さんに楽しんでいた
だけたら♪
ご家族でおでかけください。

ダンディJUN 
手品･ジャグリング･バルーンアートを得意
とするパフォーマー。
元小海町高原美術館館長の名取淳一さん。

事前予約が
必要です。

初日の 8日 ( 土 ) は冊数に制限が

あります。1人1タイトル1冊まで。

別々のタイトルで 5冊まで。

お持ち帰りいただけるリサイクル

対象の雑誌一覧は館内配布のチラ

シにてご確認ください。

館 報 さ く ほ 令和８年７月23日（27）第127号

図書館だより図書館だより 佐久穂町図書館（℡0267-86-7020） 佐久穂町図書館（℡0267-86-7020） 



 いわさき　みちこ

岩崎 行子さん

●
取
材
・
文
／
中
村 

仁
（
ラ
イ
タ
ー
、
八
千
穂
高
原
在
住
）

第112回

「
味
噌
を
作
る
と
き
で
も
、
こ
ち
ら
が
何
に
も
指
示
を

し
な
い
の
に
、
私
は
こ
れ
を
や
ろ
う
っ
て
、
自
然
と
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
場
に
わ
か
れ
る
ん
で
す
よ
。
自
分
は
何
が
で
き

る
か
、
咄
嗟
に
考
え
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も
み
な
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
料
理
上
手
の
、
つ
わ
も
の
ぞ
ろ
い
な
ん
で
す
よ
」

「
今

「やさい倶楽部」を25年続けてわかったこと。それは人とのつながりの大切さ--

1950年臼田町の製糸工場の次女として生
まれ、旧八千穂村の農家に嫁ぐ。女性農
業者リーダーの育成を図るために県が設
けた「農村生活マイスター」に91年認定
される。その後、「農村加工講座」に参加
し、そのときのメンバーを中心に01年
「やさい倶楽部」を立ち上げる。現在、
21名の会員とともに40種類以上の野菜を
育て、８種類のジャムを作ってイベント
などで販売。「さわやかネットワーク」会
長、「女性みちの会」理事。上野在住。

「強制力はないから来る来ないはもちろん自由。でも、今倶楽部は
大変だろうからって、みなさん忙しい中出てきてくれるんですよ」

く ら ぶ

、
倶
楽
部
で
借
り
て
い
る

畑
は
四
十
ア
ー
ル
（
四

反
）
。
四
十
種
類
以
上
の

野
菜
を
育
て
、
味
噌
や
ジ
ャ
ム
な
ど

の
加
工
品
も
作
る
。

　
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
二
十
五
年
。

　
倶
楽
部
の
〝
看
板
商
品
〞
は
ジ
ャ

ム
だ
。
今
、
作
っ
て
い
る
の
は
、
プ

ル
ー
ン
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
メ
ド
（
桑

の
実
）
、
リ
ン
ゴ
、
イ
タ
リ
ア
ン
ト
マ

ト
、
イ
チ
ジ
ク
、
ル
バ
ー
ブ
、
ピ
ー

ナ
ッ
ツ
カ
ボ
チ
ャ
の
八
種
類
。

「
自
分
た
ち
だ
け
で
立
ち
上
げ
た
グ

ル
ー
プ
だ
か
ら
、
何
を
や
っ
て
も
自

由
と
い
う
の
が
う
ち
の
特
徴
。
野
菜

や
ジ
ャ
ム
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
カ
ゴ
を

作
っ
て
み
た
り
、
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

を
作
っ
た
り
も
す
る
ん
で
す
よ
」

　
収
穫
し
た
新
鮮
な
野
菜
や
ジ
ャ
ム

な
ど
を
夏
ま
つ
り
や
町
民
文
化
祭
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
。
「
売
り
上

げ
を
倶
楽
部
の
活
動
資
金
に
充
て
て

い
ま
す
」

発行　佐久穂町役場　長野県南佐久郡佐久穂町大字高野町569番地　TEL 0267-86-2525
編集　総合政策課　　印刷　キクハラインク有限会社

　
†

　
臼
田
町
の
製
糸
工
場
の
次
女
と
し

て
生
ま
れ
た
行
子
さ
ん
。
「
だ
か
ら

お
嫁
に
来
る
ま
で
は
農
業
を
や
っ
た

こ
と
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
。
そ
れ
が
農
家
に
嫁
い
で
農
業

の
面
白
さ
を
知
る
。

　
意
欲
的
な
女
性
農
業
者
の
育
成
を

図
る
た
め
に
県
が
設
け
た
「
農
村
生

活
マ
イ
ス
タ
ー
」
に
認
定
さ
れ
た
の

が
九
十
一
年
。
四
十
一
歳
の
と
き
だ
。

「
農
村
っ
て
男
女
格
差
が
激
し
く

て
、
女
性
の
立
場
が
す
ご
く
弱
い
。

そ
う
し
た
こ
と
を
少
し
で
も
改
善
で

き
な
い
か
と
思
っ
た
の
が
マ
イ
ス

タ
ー
に
な
ろ
う
と
し
た
き
っ
か
け
。

研
修
は
き
び
し
く
て
、
レ
ポ
ー
ト
な

ん
か
も
ず
い
ぶ
ん
と
書
か
せ
ら
れ
ま

し
た
。
で
も
、
そ
こ
で
勉
強
し
た
こ

と
が
私
自
身
の
自
立
や
、
い
ま
の
考

え
方
の
根
底
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　
そ
れ
か
ら
十
年
ほ
ど
し
て
開
か
れ

た
の
が
、
「
農
村
加
工
講
座
」
。
野

菜
の
作
り
方
か
ら
、
そ
ば
打
ち
、
味

噌
作
り
な
ど
を
学
ん
だ
。
参
加
し
た

の
は
女
性
ば
か
り
三
十
名
ほ
ど
。

　
講
座
が
終
了
し
た
と
き
、
主
催
の

農
業
改
良
員
か
ら
「
せ
っ
か
く
で
き

た
グ
ル
ー
プ
を
バ
ラ
バ
ラ
に
す
る
の

は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
、
何
か
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
ら
？
」
と
提

案
さ
れ
た
。
「
じ
ゃ
あ
、
何
か
や
り
ま

し
ょ
う
、
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
の

が
や
さ
い
倶
楽
部
な
ん
で
す
よ
」

　
ま
ず
は
倶
楽
部
の
活
動
資
金
を
稼

ぎ
だ
す
た
め
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を

栽
培
。
収
穫
し
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や

野
菜
を
姉
妹
都
市
の
府
中
市
（
東

京
）
の
お
祭
り
な
ど
で
販
売
し
、

ジ
ャ
ム
作
り
の
講
習
会
も
併
せ
て
開

い
た
。 

そ
う
し
て
府
中
市
と
の
交
流

が
深
ま
る
と
、
毎
夏
府
中
か
ら
大
挙

し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
狩
り
ツ
ア
ー
が

や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

†

「
自
分
た
ち
の
食
べ
る
分
は
自
分
た

ち
で
作
っ
て
い
た
い
よ
ね
、
と
い
う

の
が
私
た
ち
の
基
本
。
そ
れ
が
私
た

ち
の
生
活
を
潤
す
と
思
う
ん
で
す
」

　
毎
年
の
収
穫
祭
に
は
町
長
は
じ
め
、

副
町
長
、
産
業
振
興
課
課
長
、
担

当
職
員
、
畑
の
地
主
さ
ん
た
ち
を

招
い
て
、
挽
き
立
て
、
打
ち
立
て

の
そ
ば
を
ふ
る
ま
う
。
そ
ば
つ
ゆ

も
昆
布
と
カ
ツ
オ
ブ
シ
か
ら
出
汁

を
と
っ
て
、
ひ
と
月
間
寝
か
せ
た

も
の
だ
。

「
製
粉
所
や
製
麺
所
に
行
っ
て
勉

強
し
て
、
み
な
さ
ん
打
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
細
か
っ
た
り
太

か
っ
た
り
不
揃
い
で
す
け
ど
、
挽

き
立
て
の
粉
で
、
自
分
で
打
っ
た

そ
ば
っ
て
ち
ょ
っ
と
独
特
で
美
味

し
い
ん
で
す
よ
」

　
メ
ン
バ
ー
間
の
呼
吸
も
ぴ
っ
た
り

だ
。
作
業
を
す
る
と
き
も
あ
ら
か
じ

め
分
担
を
決
め
た
り
は
し
な
い
。

「
味
噌
を
作
る
と
き
で
も
、
こ
ち
ら

が
何
に
も
指
示
を
し
な
い
の
に
、
私

は
こ
れ
を
や
ろ
う
っ
て
、
自
然
と
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
に
わ
か
れ
る
ん
で

す
よ
。
自
分
は
何
が
で
き
る
か
、
咄

嗟
に
考
え
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
で
も

み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
料
理
上
手
の
、

つ
わ
も
の
ぞ
ろ
い
な
ん
で
す
よ
」

　
行
子
さ
ん
が
唯
一
き
び
し
い
の
は

味
覚
。
「
た
と
え
ば
砂
糖
が
足
り
な

い
と
き
は
〝
砂
糖
が
足
り
な
い
っ
〞
っ

て
ハ
ッ
キ
リ
い
い
ま
す
（
笑
）
」

「
や
さ
い
倶
楽
部
を
や
っ
て
い
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
思
う
の
は
、
人
と

の
つ
な
が
り
。
本
当
に
い
い
仲
間
が

集
ま
っ
た
な
っ
て
思
い
ま
す
。
そ
れ

が
幸
せ
。
私
が
こ
こ
で
や
っ
て
い
る

こ
と
は
、
人
の
言
う
こ
と
を
聞
い

て
、
そ
れ
を
つ
な
げ
る
だ
け
。
人
と

の
つ
な
が
り
が
い
ち
ば
ん
で
す
ね
」

　
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実
り
の
季
節
は

も
う
じ
き
だ
。
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